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人権啓発シリーズ

外国人の人権 ～�国際社会を築くパートナー
　として、深い交流を～

外国人にも暮らしやすく
　言葉や習慣の違いから、宿泊施設や
店舗などへの入店、マンションへの入
居を断られたり、職場で不利な扱いを
受けるなど、外国人への人権侵害問題
が起こっています。また、欧米の外国
人には愛想良く接し、アジアやアフリ
カの外国人には横柄な態度をとるなど、
接し方を変える人がいます。国が違え
ば、文化や習慣が違ってあたりまえで
す。日常生活の一つひとつに、それぞ
れ違うマナーがあります。国籍や肌の

色で差別などせず、異文化を寛容に受
けとめ、相違を認め合うことで、真の
国際交流が生まれます。
　お互いを尊重し合うことが大切です。

観光客へおもてなしの心を
　外国人の宿泊者数は、鹿児島県でも
増加しております。今後も国際化は進
み、外国人とふれあう機会がますます
増えていきます。人権に国境はなく、
おもてなしの心は世界共通です。大崎
町を訪れる外国人観光客を、あたたか
い気持ちで迎えましょう。

　大崎七夕さぁで打ち上げられた花火は
1200発。大きく、美しい花火はきっと皆さ
んの心を奪ったことでしょう。
　会場では、打ち上げられるたびに「きれい」
とたくさんの声が聞こえました。
　来年もご家族・ご友人をお誘いの上、大
崎七夕さぁへご来場ください。感動しますよ！

『心に響く大崎の花火』
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